
新分析技術
新分析装置紹介

このことから，最表層の真鍮は後年に追加されたもの

であり，建築当初には金装飾が施されていたものと推察

されました．

おわりに
当社は，これまでに各分野で培ってきた分析技術を，

今回ご紹介しました歴史的建造物の評価だけでなく，構

造物の劣化状態の判定や建物部材の変色原因の解析，博

物館の空気清浄度の評価等に応用し，従来の「分析」と

いう言葉からイメージされるワクを越えて，様々な分野

で活躍し，社会に貢献しています．
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はじめに
歴史的建造物の保存・再生工事が行われるような場合，

使用されていた建材の材質や表面処理の有無・種類など

が問題となる場合があります．このような場合，微小な

試料での分析が要求される事から，EPMA，SEM等の微

小領域での分析が有効となります．

ここでは，ステンドグラス枠の表面処理について解析

した事例と柱の金色装飾について解析した事例を紹介し

ます．

事例1  ステンドグラス枠の表面処理の解析
この事例では，くすんだ銅色をした真鍮製ステンドグ

ラス枠の表面処理の有無が問題となりました．

そこで，くすんだ銅色部分および地金部分（真鍮）に

ついて，EPMA元素分析を行いました．

その結果，くすんだ銅色部分では，地金部分に比較し

て銅の割合が多く，地金部分では不検出であった硫黄が

含有されていることが判明しました．真鍮の表面処理剤

として硫酸銅が使用されるケースがあることから，ステ

ンドグラス枠では，表面処理剤として硫酸銅が使用され

た可能性が示唆されました．

事例2  柱の金色装飾の解析
この事例では，柱の装飾に金が使用されていたかどう

かが問題となりました．

試料の光学顕微鏡観察，FE－SEM観察を行ったとこ

ろ，最表層および3層目付近に金色層が確認されました．

（図1参照）

そこで，表面装飾に関する調査を実施するとともに，

EPMA元素分析法にて各層を分析しました．その結果，

3層目付近の金色層に金が使用されており，最表層は金色

に観察されましたが，真鍮（銅亜鉛合金）が使用されて

いたことが判明しました．（表2参照）
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図1  装飾部分のFE－SEM像

←金色層（3層目付近）

←金色層（最表層）

表2  装飾柱のEPMA分析結果

表1  ステンドグラス枠のEPMA分析結果

試料名

くすんだ
銅色部分

検出元素

Cu  ＞ O  ＞ C, Zn  ＞ S

Cu  ： Zn  ≒ 8  ： 1

地金部分
（真鍮）

Cu  ＞ Zn  ＞ O

Cu  ： Zn  ≒ 4  ： 1

試料名

最表層

3層目付近

検出元素

C  ＞ Cu ＞ O  ＞ Zn, CI, N

C  ＞ Au ＞ Cu  ＞ O
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